
、

（
　
と
じ
て
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
…
（
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◆市民憲章◆

会合の時間を正しく守りましょう

公共の物をたいせつにしましよう

教養を高め、ひろく人材を育てましよう

積極進取の意気をもって働きましよう

　　（昭和41年4月1日制定）
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秋
祭
り
た
け
な
わ

美
々
津

伝
統
の
「
か
い
伝
馬
」

　
イ
チ
ョ
ウ
、
モ
ミ
ジ
な
ど
の
落
葉
樹
は
、
冬
が
近
づ
く
と
｝
葉
、
一
一
葉
と
散
り
始
め
、
今
ま
で
身
に
ま
と
っ
て
い
た
す
べ
て

の
葉
を
ふ
る
い
落
と
し
て
身
軽
に
な
り
”
寒
さ
”
に
備
え
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
冬
を
前
に
”
秋
祭
り
”
が
た
け
な
わ
。
こ
こ
美
々
津
で
も
猛
毒
神
社
大
祭
が
、
十
一
二
十
日
、
十
一
日
の
二
日

間
盛
大
に
行
わ
れ
、
伝
統
の
「
か
い
鷺
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

毒
こ
の
行
事
は
、
正
月
、
地
元
の
若
者
た
ち
が
旗
や
の
ぼ
り
で
飾
り
た
て
た
伝
馬
船
に
乗
り
込
み
、
港
に
停
泊
し
て
い
る
飛
崔

船
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
漕
ぎ
回
っ
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
船
の
前
後
に
積
み
込
ま

れ
た
樽
の
上
に
立
ち
、
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
踊
る
姿
は
勇
壮
華
麗
。
「
ほ
一
ら
が
エ
ン
ヤ
ー
、
エ
ン
ヤ
ー
が
よ
い
と
こ
し
ょ
」

の
か
け
声
勇
ま
し
く
踊
る
若
者
に
、
見
物
人
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

人
の
動
き
）
「
1
ご
あ
ん
な

（昭和59年11月1日現在）

男　28，433人　　4人増

女　31，276人　　1人増

計59，709人　5人増

世帯数　19，160　16増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
し

労
木
　
　
“
計
　
　
集
作
に

功
黒
　
　
簿
　
会
　
　
募
る
賞

化
、
氏
円
通
　

を
す
秀

文
田
3
家
　
普
況
宅
者
関
優
ん
せ

鞍
矯
蟹
七
難
駕
灘
防

囎
者
阪
布
を
5
8
決
哺
．
文
伊
粥

勢
　
　
ゾ
　
　
　
ゾ
　
鋳
　
　
鋳

甲
　
　
　
一
　
　
　
　
［
　
　
一
　
　
　
一

ペ
　
　
　
ペ
　
　
　
　
ペ
　
　
ペ
　
　
　
ペ

吻
　
弓
　
　
4
　
6
　
6

篶：蒙ξ；
とゴ～∵ニー　　　　かけ声も勇ましい……

　
コ
亡
U
年
．
と
い
う
．
．
一
．
日
襲
に
は

い
ろ
い
ろ
と
意
味
が
あ
る
よ
う

で
す
。
・
目
，
分
の
老
い
か
〕
亡
い
れ
て

没
泊
、
す
る
ほ
ど
お
も
し
ろ
く
川
ひ

う
こ
と
、
年
齢
の
差
を
気
に
と

め
な
い
こ
と
、
長
幼
を
論
じ
な

い
こ
ヒ
、
ワ
て
の
年
の
苫
㌦
〃
々
一
亡
い

れ
る
．
旨
と
　
　
一
な
ど
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
忘
年
ヘ
ム
は
そ
の
年

の
苫
労
を
亡
心
れ
る
た
め
の
催
…
し

で
す
が
、
せ
り
か
く
の
会
で
す

か
ら
、
年
齢
を
忘
れ
、
長
幼
に

関
係
な
く
た
の
し
み
た
い
も
の

で
す
。

　
最
近
は
、
泊
圭
り
が
け

の
盲
年
会
が
流
行
し
て
い

圭
す
「
と
い
っ
て
も
、
州

に
ぜ
い
た
く
に
な
っ
た
副

で
は
な
く
、
マ
イ
カ
ー
の

並
日
及
に
よ
る
も
の
で
す
．

亡
ゆ
年
八
ム
の
後
、
聾
り
っ
ぱ
ら

い
運
転
を
し
て
帰
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ

な
ら
い
コ
ツ
て
う
温
自
へ
｛
伯
な

に
隊
長
っ
て
忘
年
会
な
ど

を
や
り
、
明
る
く
朝
U
「
く

　
　
　
　
　
　
■

一
、裟
・

　
　
　
　
　
釦

・．

ｶ

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
出
勤
し
k
う

と
い
う
わ
け
で
す
．

　
．
〃
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
の
少

な
い
L
八
都
」
巾
で
も
、
泊
ま
り
が

け
の
亡
ひ
年
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
ち
・
5
2
は
　
．
．
次
会
、
　
．
次
会

で
酔
っ
て
し
ま
っ
て
遠
　
ベ
ッ

　
　
脚
貿
D
船
㌶
撚

会年忘

こ
と
な
の
で
す

　
そ
の
ほ
か
、
夜
の
観
光

バ
ス
を
利
用
し
て
シ
コ

ー
を
見
た
り
、
職
場
チ
ー

ム
で
草
野
球
を
し
た
り
す

る
亡
掌
弔
会
も
見
う
ナ
ま
引
。

し
た
た
か
に
飲
む
時
代
で

は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
．

　
と
こ
ろ
で
、
年
L
木
年
始

は
亡
心
年
会
に
限
ら
ず
飲
食
の
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
．

　
L
「
．
．
一
よ
、
　
・
）
．
卜
h
一
）
τ
1
ロ

　
　
ー
ー
腎
　
　
十
イ
　
i
一
　
び
f
一
口

が
」
八
日
に
唱
司
る
シ
ー
ズ
ン
．

同
時
に
食
中
毒
な
ど
食
品
の

”
事
故
”
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、

国
で
は
特
に
ト
．
．
月
を
コ
食
品

の
年
末
．
斉
取
り
締
ま
り
月

並
　
と
し
て
、
食
品
衛
生
監
視

一
封
が
ん
艮
品
関
係
業
者
の
監
視
を

．
．
一
、
支
ギ

！
f
　
じ

　
私
た
ち
も
、
お
せ
ち
料
理
な

ビ
の
食
口
川
の
取
り
扱
い
、
保
」
仔

に
は
ト
，
分
に
注
意
し
た
い
も
の

で
す
．
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武田キクエさん

武
田
・
黒
木
（
芸
術
）
、
阪
本
（
体
育
）
の
3
氏

　
市
の
五
十
九
年
度
（
第
卜
六
回
）

文
化
功
労
者
に
．
．
．
人
が
選
ば
れ
、
1
，

一
月
．
．
．
日
の
「
文
化
の
日
」
に
、
文

化
賞
の
授
賞
式
が
市
長
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
の
は
、
芸
術
部
門
に
茶

道
の
武
田
キ
ク
エ
さ
ん
（
8
2
歳
）
と

歌
人
の
黒
木
倉
占
さ
ん
（
7
7
歳
）
。

体
育
部
門
に
は
、
市
軟
式
野
球
連
盟

会
長
の
阪
本
正
男
さ
ん
（
7
7
歳
）
。

　
市
の
文
化
賞
は
、
こ
れ
ま
で
に
学

術
部
門
か
ら
二
人
、
芸
術
七
人
、
技黒木倉吉さん

「
文
化
の
日
」
に
授
賞
式

術
…
四
人
、
体
台
口
…
四
人
、
　
．
般
．
．
人
の

計
卜
几
人
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
功
労
者
の
功
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

　
〔
武
田
キ
ク
エ
さ
ん
〕
　
日
向
市

北
町
四
番
．
．
O
号

　
小
学
校
κ
年
生
か
ら
茶
道
に
回

り
、
こ
の
道
．
．
．
卜
五
年
。
と
く
に
昭

和
．
．
．
レ
年
・
か
ら
精
力
的
に
茶
道
の
山
下

及
に
努
め
．
多
数
の
後
継
者
を
指
導

育
成
、
創
造
力
あ
る
人
材
の
確
保
に

献
身
的
に
努
力
し
、
市
の
芸
術
文
化阪本正男さん

向
ヒ
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
【
黒
木
倉
吉
さ
ん
〕
　
日
向
市
大

字
細
島
ヒ
．
一
六
番
地

　
大
正
卜
一
．
．
年
か
ら
作
歌
活
動
に
入

り
、
現
在
も
中
央
歌
壇
で
活
躍
中
。
昭

和
．
．
．
ト
し
年
一
．
月
に
「
教
育
雑
記
一

く
り
あ
と
随
筆
」
．
症
卜
八
年
－
几
月

に
は
「
は
が
き
通
信
・
雲
・
短
歌
と

随
筆
」
を
自
費
出
版
す
る
な
ど
、
市

の
文
化
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
〔
阪
本
正
男
さ
ん
〕
　
日
向
市
原

町
．
．
r
目
一
．
番
一
．
十
八
号

　
昭
和
．
．
．
卜
八
年
か
ら
六
年
間
、
市

の
体
育
協
会
長
、
そ
し
て
四
卜
年
か

ら
現
在
ま
で
、
市
軟
式
野
球
連
盟

会
長
と
し
て
、
組
織
、
選
手
、
指
導

者
の
育
成
に
努
め
、
今
日
の
連
盟
を

築
き
上
げ
る
な
ど
、
本
市
体
育
文
化

の
向
し
に
八
・
く
さ
れ
ぎ
し
た
。

　
卜
．
．
月
卜
日
は
「
入
権
デ
ー
」
、

昭
和
．
．
卜
．
．
、
年
の
こ
の
日
、
全
世

界
の
．
平
和
を
求
め
て
、
八
間
の
自

由
と
平
等
、
尊
厳
を
う
た
っ
た
「
世

界
八
権
宣
言
」
が
、
国
際
連
合
の

総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
を
・
二
心
に
、
卜

．
．
月
四
日
か
ら
ト
日
ま
で
を
「
人

権
週
間
」
と
し
て
．

部
落
差
別
を
は
じ
め

人
権
を
守
る
取
り
組

み
が
全
国
各
地
で
展

娼
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
も
、
街
頭
啓

発
や
同
和
問
題
市
民

講
演
会
、
人
権
作
品

　
展
、
溶
血
　
の
夕
べ
な

ど
が
．
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
も
う
一

度
”
人
権
”
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
み
な
さ
ん
の
積
、

極
的
な
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
・
演
題
1
1
「
水
平
社
宣
言
と
私
㎜

（
予
定
）

　
▽
人
権
作
品
展

　
　
ー
ー
　
　
‘
　
・
．
一
目
鴇
一
、
　
つ
層

　
．
斯
措
n
一
　
ナ
μ
ー
カ
ノ
ー

1
1
ま
で

　
・
会
場
1
1
市
中
央
公
民
館
（
期

間
終
了
後
は
市
役
所
）

　
な
お
、
作
品
の
入
賞
者
は
「
同

　
　
　
　
和
問
題
市
民
講
演
会
」

行事に参加をノ

込鯉1o．

　
　
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

　　

@　

｡
年
度
で
終
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
山
（
平
岩
）
に
完
工
記
念
碑

　
昭
和
四
卜
六
年
四
月
か
ら
、
卜
四
　
　

「
国
…
宮
美
々
津
開
拓
建
設
賢
業
」
が

年
間
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
　
　
今
年
度
で
終
了
す
る
の
を
記
念
し

適
地
六
百
品
目
卜
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
造

成
と
既
耕
地
．
．
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
画

整
理
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
．
総
事

業
費
は
約
百
四
卜
億
円
．
現
在
、
受

益
農
｛
氷
四
百
－
．
六
．
1
1
が
、
」
田
地
条
件

を
生
か
し
た
果
樹
（
み
か
ん
）
、
畑

作
（
飼
料
、
野
菜
）
、
養
蚕
（
桑
）

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．

　
式
典
は
、
高
森
山
北
側
の
・
甲
復
を

切
り
開
い
た
広
場
で
午
前
几
時
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
．
．
．
井
嗣
郎
瓦

州
農
政
局
長
ら
国
、
県
の
関
係
者
を

は
じ
め
、
宮
本
増
雄
日
向
市
長
．
甲

斐
脱
棄
東
郷
町
長
、
永
友
敬
通
都
農

町
長
、
．
．
．
樹
光
男
日
向
市
議
会
議
長
、

受
益
農
家
代
表
ら
お
よ
そ
五
卜
八
が

出
席
け
ヨ
コ
．
．
．
・
し
訂
、
タ
テ
．
．
・

し
耐
，
重
さ
．
．
．
、
，
の
記
念
碑
を
、

市
内
の
村
川
京
一
さ
ん
（
3
3
）
の
長

男
・
真
一
ち
ゃ
ん
〔
6
つ
）
と
黒
木
鎮

犬
さ
ん
〔
3
4
）
の
長
女
・
有
紀
ち
ゃ

ん
（
4
つ
）
が
晴
れ
着
姿
で
除
幕
す
る

と
参
加
君
た
ち
か
ら
盛
ん
な
拍
乎
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
行
事
の
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
．

　
▽
同
和
問
題
市
民
講
演
会

　
・
H
時
　
卜
．
．
月
四
日
（
火
）

午
後
し
時
か
ら
瓦
時
ま
で

　
・
会
場
1
1
市
中
央
公
民
館

　
・
講
師
1
1
芋
本
知
（
部
落
解
放

同
盟
中
央
本
部
顧
問
）

で
発
表
し
ま
す
。

▽
人
権
映
画
の
タ
ベ

　
　
一
￥
1
．
　
・
．
1
］

　
●
　
一
L
I
i
．
　
L
I
声

八
日
（
土
）
。
ヒ
映

専
…
司
は
、
　
．
回
目
が

午
後
．
．
．
専
か
ら
で
、

ア
ニ
メ
．
．
本
と
「
明

r
の
愛
．
そ
し
て
」
。

．
．
，
明
－
謡
い
．
「
’
玄
父
し
尾
リ

　
レ
ー
ー
ノ
　
　
ノ
f
　
　
　
　
一

か
ら
「
夜
明
け
の
旗
」

、
解
放
の
父
・
松
本

治
．
郎
伝
一
．

　
〉
会
場
i
市
中
央

、
・
く
（
B

コ
ー
左
艮

、

饗繭
曳
．
貯
「

　
急

　
　
▽
、
叢
▼

k
、
璽

e

記念碑に玉戸をささげる宮本市長

て
市
内
．
平
岩
の
高

森
山
に
完
L
・
記
念
碑

が
建
て
ら
れ
ま
し
た

、
、
、
　
、
　
　
畠
　
　
．
　
一
．
、
ヨ
b

p
刀
　
　
一
　
　
j
－
！
一

関
係
者
の
ヂ
に
よ
っ

て
除
幕
式
が
．
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
地

域
㎝
農
裳
構
図
旭
の
改
質
口

を
は
か
り
、
農
家
経

営
の
藩
論
疋
と
所
得
の

向
ヒ
を
目
的
に
、
B

向
、
東
郷
、
都
農
の

．
市
一
．
町
に
ま
た
が

る
「
百
六
ト
．
涯
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
農
作

　
▽
ビ
デ
オ
上
映

　
。
一
芋
ー
ト
．
．
I
し
し
一
、
　
秘
1

　
　
一
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
ノ
　
　
一

の
午
後
．
時
か
ら
丘
時
ま
で

　
・
内
容
ー
マ
釆
の
花
」
へ
…
百
脇
中
－

学
校
生
徒
に
よ
る
劇
）
、
「
在
日
朝

鮮
八
差
別
」
特
集
。

　
・
会
場
1
1
市
中
央
公
民
館

　
い
ず
れ
も
入
場
は
無
料
で
す
。

玉
串
奉
典
の
あ
と
、
美
々
津
地
域
国

営
農
地
開
発
事
業
促
進
協
議
会
長
の

宮
本
L
馬
長
が
「
卜
四
年
の
左
両
月
を
経

て
，
喜
び
の
日
を
迎
え
ま
し
た
、

　
幾
多
の
困
難
を
切
り
抜
け
ら
れ
た

の
は
、
国
、
県
を
は
じ
め
参
加
農
家

の
み
な
さ
ん
の
力
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
農
家
の
白
」
硫
と
経

営
の
安
定
の
た
め
に
努
力
し
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

臨
時
市
議
会

　　

Q
工
事
に
1
億
6
千
万
円

　
こ
と
し
六
回
目
の
市
議
会
へ
臨
時

会
）
が
一
．
．
月
卜
．
一
日
開
会
さ
れ
ま

し
た
、

　
こ
の
議
会
に
は
報
告
．
件
、
戯
件

㌧

決
議
．
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
承
認
、
吋
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
概
．
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
▽
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　
去
る
八
月
し
日
未
明
に
発
生
し
た

U
向
灘
沖
地
．
震
で
被
．
害
を
受
け
た

「
富
島
幹
線
用
水
路
」
（
燧
道
部
分
）

の
災
害
復
旧
L
事
に
要
す
る
費
川
を

「
．
般
会
計
補
正
丑
算
（
第
．
．
．
場
）
」

と
し
て
専
決
し
た
も
の
で
す
。

　
東
郷
町
中
野
原
を
取
水
口
と
す
る

同
…
川
水
路
は
、
現
在
、
．
．
百
κ
ト
へ

㌧

タ
タ
ー
ル
の
農
業
用
水
と
、
給
水
人

P
κ
万
．
．
「
八
の
ヒ
水
道
川
水
に
利

用
し
て
い
ま
す
が
、
来
春
の
日
「
期
水

稲
植
付
け
に
間
に
合
わ
せ
る
必
．
要
が

あ
る
こ
と
や
．
」
水
道
の
水
源
確
保

の
た
め
に
も
U
「
急
な
復
旧
」
事
が
望

ま
れ
て
い
ま
し
た
、

　
旺
巾
．
「
∵
具
よ
、
　
．
辞
い
」
、
r
「
k
7
2
i
．
・
．
」
1

　
　
」
害
i
　
　
　
　
　
毛
　
／
　
　
　
ノ
　
一

　
辛
目
冒
し
r
円
で
、
補
正
後
の
総
額
は

．
白
．
．
卜
意
几
r
八
．
白
卜
八
万
q
と
な

り
ま
し
た
、

　
▽
工
事
請
負
契
約
の

　
　
　
　
締
結
に
つ
い
て

　
同
用
水
路
の
復
旧
L
事
に
係
る
請

負
契
約
の
締
結
で
す
．

　
被
災
の
状
況
を
説
明
し
ま
す
と
、

燧
道
内
の
．
部
分
に
き
れ
つ
が
生
じ

て
い
る
の
を
は
じ
め
、
　
．
部
の
区
間

で
は
陥
没
し
て
水
路
の
半
分
程
度
を

遮
断
し
て
い
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
危

険
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

㌦像

社会教育事業デ～ス！！秋から春にかけての

　　行事の内容
家庭教育を考える集い

日向市成人式典
日向市婦人の集い
日向・東臼杵地区婦人問題セミナー

日向市還暦式典

日　　程
　　12月9日

60年1月15日

　　1月27日

　　2月3日

　　2月24日

◎このほかにも、たくさんの事業を

　予定して、みなさんのおこしを待

　っています。

　　おたずねは、市社会教育課

　（費内線422－425）へどうぞ。

輔馨姦器
◇12月　　　り）朽。
　・固定資産税（第4期）
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市営住宅

申込みは12月1日から

　
市
は
、
市
営
住
宅
の
人
居
者
を
つ

ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
今
回
は
，
現
在
建
設
中
の
小
松
崎

へ
仮
称
）
住
宅
（
．
種
八
戸
、
．
．
種

八
．
戸
）
と
．
空
き
家
が
生
じ
た
場
合

そ
れ
を
補
充
す
る
た
め
の
募
集
で
す
、

　
な
お
、
小
松
崎
住
宅
の
う
ち
．
種

．
．
1
1
、
．
．
種
．
一
、
1
1
に
つ
い
で
は
、
同
和

関
係
者
用
と
し
て
募
集
し
ま
す
、

　
▽
募
集
期
間
　
卜
一
．
月
．
1
1
か
ら

ト
．
．
日
ま
で

　
▽
募
集
住
宅
1
①
小
松
崎
住
宅

〔
富
高
高
見
橋
通
り
・
新
収
…
．
種

八
．
戸
．
．
．
種
八
．
1
1
〕

．
②
空
き
家
補
充
住
宅
．
既
設
住
宅

…
大
L
谷
、
財
光
L
手
管
、
大
原
、
木

原
、
塩
川
、
櫛
の
山
　
　
　

．
種
一
．

新
財
市
、
ヒ
々
呂
ε
－
i
一
　
．
．
、
．

種
）
。
　
▽
入
居
者
の
決
定
1
新
．
収
の
小
松

崎
住
宅
は
抽
選
で
決
定
．
空
き
家
長

ム
山
住
ん
も
に
つ
い
て
は
、
住
（
t
に
困
っ

て
い
る
だ
情
を
調
査
し
て
、
人
舌
基

準
点
数
表
で
人
居
順
位
を
決
定
L
、

空
き
家
が
出
た
と
き
順
次
人
居
決
定

を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

　
▽
入
居
資
格
　
①
市
内
に
居
住
、

ま
た
は
勤
務
し
、
現
石
、
住
宅
に
困

っ
て
い
る
か
た
。
②
一
現
在
、
同
居
．

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

、
婚
約
者
を
含
む
｝
が
あ
る
か
た
”

③
収
人
基
準
は
、
第
、
種
住
宅
の
場

合
は
．
月
額
八
補
し
ト
田
U
を
超
え
、

卜
…
四
万
三
一
尊
墨
一
ト
。
第
一
．
種
の
場
ヘ
ロ

は
．
月
額
，
八
万
し
r
円
以
下
で
あ
る

レ
■

　
な
お
、
月
額
と
は
、
過
去
．
年
間

　
人
居
申
し
込
み
月
の
前
月
か
ら
過

去
．
年
間
真
の
所
得
か
ら
同
居
親
族

．
人
申
1
た
り
．
．
卜
瓦
．
乃
リ
を
差
し
刻

き
、
さ
ら
に
1
2
で
割
り
た
額
で
す
。

　
▽
添
付
書
類
一
①
住
民
県
謄
本

一
家
族
全
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
．
．
②
ド
几
卜
八
〃
牛
中
の
一
所
得
㎡
晒
明

辞
と
、
過
去
．
年
間
．
κ
卜
八
年
卜

．
．
月
一
日
か
ら
．
κ
卜
托
年
レ
．
月
末

日
、
　
の
給
与
支
払
証
明
k
り
⑳
自
営

業
な
ど
の
場
合
は
、
市
税
務
課
で
発

行
す
る
所
得
証
明
書
。

　
▽
申
し
込
み
と
問
い
合
せ
1
1
市
姥

設
課
管
理
係
【
倉
内
線
．
．
．
、
、
κ
一

　
な
お
、
家
賃
．
間
取
り
な
ビ
く
わ

し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み

廷
目
類
の
中
・
の
説
明
駐
日
を
眺
ま
れ
る
か

市
建
設
課
（
費
内
線
．
．
．
、
．
．
κ
一
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

来春完成に向け、工事も急ピッチ
小松崎（仮称）市営住宅全景（上）と室内（下）
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N
度

保
育
園
児
を
募
集

　
市
福
祉
虹
r
務
所
は
、
来
年
四
月
．

日
か
ら
一
喫
　
所
　
β
る
保
育
園
児

を
　
　
．
月
島
h
川
か
ら
募
集
す
る
．
ヒ
ル
疋

事業所の皆さ姻

所

8｛心仏

《薦愈ら◎

で
3
、

　
保
育
園
　
所
一
へ
人
園
で
き
る
の

は
．　
ぼ
母
親
が
昼
間
家
庭
以
外
で
仕
事

ゐ
」
し
て
い
る
．

　
の
母
親
が
昼
間
r
ビ
も
と
離
れ
て

家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
雰
を
し
て

い
る
。

　
る
切
一
概
が
死
亡
，
行
方
．
不
明
　
拘

，

、
う
　
く

　　ロロ

　　勢
　巧　、
し

v》

惑

昭和59年工業統計調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

石油消費構造統計調査

　通商産業省では、上の2つの調査を［2

月3旧現在で行います、，調査の対象とな

った事業所には、年末年始にかけて調査

員が伺います。調査の内容は統計以外の

目的には使われませんので、安心してこ

協力くださるようお願いします1、

琉噺協．ゆ稀噺「噺械ゆ「や橘楽橘◎㌧鯨．脇や橘幽幽噸r略一廓r「喚r噺h唯附h嶺嚇琉嶺．橘噺犠冷覧や柄鮒柄もr略．気も柄噂琉やrや、略 　
林
小
な
ど
の
…
埋
由
で
い
な
い
・
．

　
　
④
、
母
親
が
中
川
産
の
ゆ
削
後
で
あ
っ
た

　
り
．
心
身
「
に
障
　
蜜
目
か
あ
っ
た
り
．
病

　
気
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
。

　
　
⑤
家
庭
に
長
期
の
病
人
や
心
身
障

　
害
の
か
た
が
お
り
、
母
親
か
い
つ
も

　
そ
の
看
謹
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
　
⑥
災
害
な
ど
で
心
氷
屋
を
失
一
．
た
り

ま
ま
さ
ミ
　
　
ゴ
　
ゆ
エ
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ま
ま
ま
ま

　

　
＼
⑧
一
　
レ

脳
の
．
　
　
曙
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
・

者費消

1「．．． Pい

　
　
　
　
　
　
、
V

．
b
闘
主
脚

　　

@
舞
，

　
公
的
融
資

　
公
的
融
資
の
約
八
0
％
は
住
宅
金

融
公
庫
で
あ
り
，
年
金
資
金
や
財
形

資
金
の
申
し
込
み
も
公
庫
を
通
じ
て

で
き
ま
す
、

　
公
的
融
資
は
．
庶
民
が
質
の
良
い

住
宅
に
住
め
る
よ
う
に
と
の
政
策
目

的
が
あ
る
た
め
、
広
さ
が
．
白
六
卜
互

平
方
μ
旧
を
超
え
た
り
、
価
格
が
．
｛
疋

額
以
L
を
超
え
る
住
宅
に
は

立
ち
上
が
る

　
　
　
子
ど
も
た
ち
①

意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
…
…

　
私
た
ち
は
何
回
も
話
し
合
い
ま
し

た
。
親
支
部
の
八
た
ち
と
も
本
音
で
、

ひ
ざ
を
交
え
て
語
り
込
み
ま
し
た
。

「
部
落
民
と
い
う
だ
け
で
、
ど
う
し

て
こ
ん
な
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
」
と
い
う

く
や
し
さ
、
怒
り

管
眠
鳥
通
概
　
差
月

忌
愉
一
よ
論
防

1
’
一
　
一
　
　
一
　
　
　
航
ロ

落
差
別
に
対
す
る
怒
り
…
で
あ
り
．

「
私
た
ち
の
こ
と
を
多
く
の
人
た
ち

が
，
正
し
く
自
分
の
も
の
と
し
て
考

え
る
よ
う
に
な
る
一
、
　
、
誰
か
が
こ

の
壁
を
打
ち
や
ぶ
ら
な
い
か
ぎ
り
、

い
つ
ま
で
も
部
落
民
宣
．
　
．
．
口
は
で
き
な

い
　
と
い
う
甑
思
見
が
多
く
出
さ
れ
て

き
ま
し
た
、
私
は
そ
の
話
し
合
い
の

巾
・
で
、
節
分
の
過
ち
に
〃
八
つ
か
さ
れ

ま
し
た
、
相
談
を
う
け
た
時
．
　
コ
し

た
ら
い
い
一
と
深
く
考
え
ず
に
支
持

し
た
こ
と
で
し
た
。

ま
し
た
、
…
…
私
は
解
放
学
級
の
中

で
そ
の
こ
と
を
謝
り
圭
し
た
、
だ
れ

も
私
を
責
め
る
も
の
は
い
ま
セ
ん
で

し
た
。
私
は
こ
の
時
は
ど
、
仲
間
同

志
の
ヨ
帯
を
強
く
感
ヒ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
．
…
．
原
文
を
部
分
抜
粋
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
②
．
解
放
子
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
会
（
解
放
学
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
に
解
放
運

　
　
　
　
　
　
　
動
の
灯
が
と
も
り
、

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
で
托
年
H

を
迎
え
ま
す
、
そ
ん
な
な
か
で
部
落

解
放
へ
の
闘
い
と
と
も
に
．
部
落
内

活
動
と
し
て
解
放
．
r
ど
も
会
、
識
字

学
級
等
が
組
織
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
．

　
解
放
．
r
ビ
も
会
で
は
、
教
育
集
会

所
を
中
心
と
し
て
促
進
学
級
を
は
じ

め
、
差
別
を
見
抜
く
学
習
、
闘
う

以
r
羽
口
、
解
叫
放
運
動
の
担
い
f
と
な

る
た
め
の
学
習
「
解
放
学
級
▽
，

そ
の
他
の
活
動
・
全
霊
、
県
奨
、

全
国
f
ど
も
会
、
地
区
交
流
会
等
・

を
行
っ
て
い
圭
3
。
自
分
の
置
か

れ
た
社
会
的
竃
場
、
「
部
落
民
一
と

し
て
の
自
覚
を
認
識
し
、
三
州
に

く
じ
け
な
い
学
力
、
生
き
る
力

「
解
放
の
学
力
〕
を
身
に
つ
け
、

社
会
の
不
合
理
を
す
る
レ
一
く
見
抜

き
、
部
落
差
別
に
負
け
な
い
，
作

さ
な
い
　
」
．
た
た
か
に
思
う
r
ど

も
　
解
放
理
論
に
基
づ
い
た
科
学

的
な
も
の
の
見
〃
、
考
え
方
の
で

き
る
f
ど
も
を
め
ざ
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

鴨陥凹罰し

破
損
し
た
た
め
そ
の
復
旧
を
す
る
。

　
以
上
の
理
由
に
よ
り
f
ど
も
の
保

育
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
場
合

で
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
ト
望
月

発
行
の
広
報
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご

高
く
だ
さ
い
。

市
同
和
教
育
推
進
研
究
員
連
絡
会

　
①
県
奨
学
生
集
会
基
調
報
告
か
ら

　
：
：
：
私
が
h
尚
校
．
一
年
生
の
時
、
地

区
の
中
学
．
．
．
年
生
か
ら
、
　
「
文
化
祭

で
部
落
民
宣
※
．
ロ
を
し
た
い
ん
だ
け

ど
…
」
と
相
淡
さ
れ
．
び
っ
く
り
し

ま
し
た
が
、
深
く
考
え
る
こ
と
も
せ

ず
に
「
し
た
ら
い
い
」
と
答
え
ま
し

た
．
解
放
学
級
で
は
，
　
「
部
落
民
宣
．

～．

ｾ
の
是
非
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

が
は
じ
ま
り
、
最
初
、
　
「
友
だ
ち
が

去
っ
て
い
く
一
、
　
「
差
別
を
ば
ら
ま

く
こ
と
に
な
る
　
と
い
っ
た
．
反
対
の

人
撫
作
品
集
の
中
か
ら

を
な
く
し
て
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

　
そ
れ
は
，
心
の
中
に
白
分
は
高
校

生
だ
か
ら
宣
．
．
．
．
日
を
中
学
校
で
し
て
も

直
接
、
影
響
は
こ
な
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
口
…
…
私
は
逃
げ
道
を
自

ら
の
≠
r
で
っ
く
り
だ
し
て
い
た
の
で

す
．
こ
ん
な
自
分
が
情
け
な
く
な
り

撒情桝舗嚇
、◎、喚㍉、昏》㌧㌧ゆ協◎下冷稀冷脳覧冷H「蟻覧噺㌧碗

融
資
は
し
ま
せ
ん
。

　
住
宅
公
庫
の
融
資
限
度
額

は
、
地
域
、
住
宅
構
造
、
規

模
な
ど
で
差
が
あ
り
、
ま
た

年
金
の
場
合
は
、
加
人
期
間

に
よ
っ
て
限
度
額
も
異
な
り

ま
す
か
．
最
低
、
．
．
年
の
加
人

期
間
は
必
．
要
で
す
。
た
だ
じ

無
理
な
く
資
金
計
画
を
た
て

る
た
め
、
原
則
と
し
て
民
間

ロ
ー
ン
を
含
む
す
べ
て
の
融

住宅ローンを

　　利用するとき

資
を
合
わ
せ
て
物
件
価
格
の
八
○
％

程
度
を
融
資
限
度
と
し
て
い
ま
す
。

　
返
済
は
最
長
．
．
．
十
κ
年
で
す
が
、

当
初
．
五
年
間
は
返
済
額
を
少
な
く

し
六
年
目
か
ら
増
や
す
ス
テ
ッ
プ

償
還
や
．
．
一
世
代
に
わ
た
っ
て
返
済

す
る
親
r
ロ
ー
ン
も
利
用
で
き
ま
す
．

　
こ
の
は
か
，
住
宅
積
日
郵
便
貯
金

に
よ
る
住
宅
公
庫
か
ら
の
割
増
融
資

芸
疹
賦
皇
ま
｝
一
重

拡
鉾
議
熊
擁
灘

馨
漁
鍵
鵜
響
藤
阻
　

　継鱗

灘
灘
難

欝
欝
駕

ら
が
金
融
機
関
の
窓
日
で
融
資
を
申
恥

濫
淫
・
蕊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

に
加
え
て

ら
変
動
金
利
型
を
扱
う
銀
行
も
出
て

き
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
．
増
改
築
用
の
ロ
ー
ン
も

あ
り
ま
す
。
金
融
機
関
か
ら
ロ
ー
ン

を
受
け
る
と
き
は
信
用
が
大
き
な
要

素
を
占
め
る
の
で
、
日
頃
か
ら
銀
行

取
引
き
を
行
っ
て
顔
を
つ
な
い
で
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

．
塗
蛍
童
．
一
．
ρ
一 関

の
場
合
は
　
f
万
円
か
ら

．
∴
「
．
乃
円
が
普
通
で
す
が
、

住
宅
金
融
専
門
会
社
は
上
限

を
決
め
て
い
ま
せ
ん
．
た
だ

　　
@　
@　
@　
@　
@　

し
、
個
々
の
貸
出
し
限
度
は

利
用
者
の
年
収
、
担
保
物
件

評
価
額
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

縣
醤
蝦
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

金
利
は
こ
れ
ま
で
の
固
定
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
、
昭
和
五
卜
八
年
五
月
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
恥　

嚇

　
－
ー
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．
霧
・
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．
・
％
“
・
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麗

棚
“
税
に
関
す
る
作
文
”

　
呼

謹
最
優
秀
賞
に
伊
藤
（
財
中
）
さ
ん

　
ト
一
月
卜
　
H
か
ら
ト
し
H
ま
で

の
．
週
間
は
「
税
を
知
る
週
間
一
で

し
た
、
こ
と
し
は
「
こ
の
社
会
あ
な

た
の
税
が
生
き
て
い
る
　
を
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
テ
ー
マ
に
全
国
で
さ
ま
ざ
ま

な
行
賢
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
国
税
局
で
も
、
こ
の
行
甑
の

．
環
と
し
て
管
内
の
中
学
生
を
対
象

に
”
税
に
関
す
る
作
文
”
を
募
集
し

ま
し
た
が
、
市
内
財
光
芋
中
学
校
．
．
．

年
生
の
伊
藤
紀
f
さ
ん
の
作
品
が
、

最
優
秀
賞
と
し
て
、
熊
本
国
税
局
、
銀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
．

　
そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
に
伊
藤
さ
ん

の
作
品
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
、

　
　
　
財
光
寺
中
学
校
三
年

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
紀
子

心
の
こ
も
っ
た
税
金
を

警甑7
《漸ン

伊藤紀子さん

　
学
校
で
も
ら
っ
た
プ
リ
ン
ト
の
中

に
、
あ
る
女
の
r
の
作
文
が
の
っ
て

い
ま
し
た
．
そ
の
．
r
の
家
庭
は
父
親

が
い
な
く
て
、
経
済
的
に
弱
い
疏
場

に
あ
り
、
税
金
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
そ
の

女
の
f
の
お
母
さ
ん
は
手
が
悪
く

て
、
働
け
な
い
そ
う
で
す
。
そ
の
r

は
、
自
分
は
絶
対
に
画
派
な
社
会
人

に
な
っ
て
税
金
を
納
め
た
い
と
眠
目
い

て
い
ま
し
た
、

　
こ
れ
を
凹
ん
で
、
私
は
自
分
が
恥

ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
父
や

母
が
、
　
「
ま
た
高
い
税
金
を
は
ら
っ

た
」
と
（
，
駈
っ
た
の
を
．
月
に
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
そ
の
時
、
も

っ
た
い
な
い
、
と
思
っ
た
し
、
抵
抗

が
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
た
い
な
い
な

ん
て
思
っ
た
の
は
、
そ
う
い
う
家
庭

も
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
も

し
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
我
が
心
承
は
、
心
家
族
凹
目
八
健
m
康
で
別

に
生
活
に
困
る
と
い
う
ほ
ど
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
な
ん
と
あ
り
が
た
い
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
お
母
さ
ん
も
、

で
き
れ
ば
、
税
金
を
払
っ
て
、
み
な
と

同
じ
よ
う
に
．
生
活
し
た
い
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

人
並
み
に
税
金
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
た
い
せ

つ
に
思
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
も
気
持
ち
よ
く

税
金
を
納
め
る
よ
う
な
、
豊
か
な
心

が
必
．
要
だ
と
思
い
ま
す
。
　
．
入
．
人

の
そ
う
い
う
気
持
ち
が
、
よ
り
よ
い

1
1
本
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
源
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
道
路
の
舗
装
状
況
や
、
住

宅
の
一
1
1
数
の
確
保
と
、
そ
の
質
の
向

ヒ
は
、
私
の
地
域
で
も
今
、
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
々
、
良
い
環

境
に
な
り
つ
つ
あ
る
世
の
中
に
感
謝

し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
社
会

福
祉
や
社
会
保
険
、
生
活
保
護
な
ど

の
充
実
を
は
か
り
、
誰
れ
も
が
住
み

よ
い
、
す
ば
ら
し
い
日
本
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
築
い
て
い
く
の
は
、

今
の
私
た
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
が
大
人
に
な
っ
て
働
く
よ
う
に

な
っ
た
そ
の
時
は
、
豊
か
な
国
づ
く

り
と
発
展
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な

人
の
幸
せ
を
願
っ
て
心
か
ら
税
金
を

納
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
建
設
で
も
、
ま
か
せ

っ
き
り
、
つ
く
り
っ
ぱ
な
し
で
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
た
い

せ
つ
に
扱
う
の
も
私
た
ち
の
版
我
務
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
税
金
を

納
め
て
い
る
の
で
す
か
ら
…
…
。

　
税
金
を
納
め
る
こ
と
の
で
き
な
い

私
で
も
、
そ
れ
ら
を
た
い
せ
つ
に
す

る
こ
と
を
約
束
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
心
の
こ
も
っ
た
税
金
を
納
め
る
た

め
に
、
今
か
ら
し
っ
か
り
勉
強
し
て

疏
派
な
社
会
人
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
．

下
水
道
の
役
割
②

■

　
先
月
ロ
ゲ
で
は
、
ド
水
道
の

た
い
せ
つ
な
役
割
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
”
①
雨
水
の
排
除
”

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
触
れ

醐ぢとQ

道
ま
し
た
か

今
月
号
で

は
そ
の
他

の
役
割
に

つ
い
て
考

え
て
み
ま

し
よ
・
つ
。

　
②
生
活

環
境
の
改

　
私
た
ち

の
毎
日
の
暮
ら
し
や
、
r
場
な
ど
か

ら
出
さ
れ
た
汚
れ
た
水
が
、
住
宅
の

ま
わ
り
に
た
ま
る
と
、
蚊
や
ハ
エ
な

ど
が
発
生
し
た
り
、
い
や
な
に
お
い

が
し
て
く
る
原
因
と
な
り
、
周
辺
環

境
は
悪
化
し
ま
す
。
し
か
し
、
下
水

道
を
つ
く
る
こ
と
で
、
汚
れ
た
水
を

速
や
か
に
流
し
、
快
適
で
衛
生
的
な

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
③
便
所
の
水
洗
化

　
私
た
ち
の
住
ま
い
で
、
し
尿
（
大

便
や
小
便
）
を
汲
み
取
り
式
便
所
に

溜
め
て
お
く
こ
と
は
、
衛
生
的
で
な

く
、
臭
い
に
お
い
が
す
る
原
因
と
も

な
り
、
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
：
が
行
き
来

し
て
汲
み
取
り
を
す
る
時
に
も
、
臭

い
に
お
い
で
不
快
な
感
じ
が
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
並
日
及
し
て
き
て
い
る

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
家
庭
で

も
、
毎
年
．
回
浄
化
槽
の
保
守
点

検
、
お
よ
び
浄
化
槽
の
清
掃
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
を
怠
る
と
浄
化
槽
内

に
汚
泥
が
た
ま
り
、
浄
化
不
能
と
な

っ
て
、
便
が
そ
の
ま
ま
側
溝
に
流
れ

出
す
な
ど
、
非
常
に
非
衛
生
的
で
悪

莫
に
も
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
．
挙
に
解
決
す

る
の
が
下
水
道
な
の
で
す
、
．
卜
水
道

を
整
備
し
、
便
所
を
水
洗
式
に
す
る

こ
と
で
、
し
尿
は
、
下
水
道
の
中
を

風
呂
や
洗
濯
な
ど
の
水
と
い
っ
し
ょ

一
－

㊦rσ

tフ．

汐
」

醒

に
運
ば
れ
、
下
水
道
終
、
末
処

理
場
で
き
れ
い
に
さ
れ
て
再

び
川
に
放
流
さ
れ
る
の
で
す
。

の

研
修
生
を
募
集

　
県
h
自
認
水
産
研
修
所
は
、
六
塵
年
・

度
の
研
修
生
を
、
つ
ぎ
の
．
要
領
で
募

集
し
ま
す
．

　
▽
種
別
・
募
集
定
員

　
本
・
科
－
漁
業
〔
船
長
）
コ
ー
ス
が
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ラ
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OUoo
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二
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　阻　一
　
皿

。
　
　
ロ

．
　
　
ロ

耽
　
　
　
自

　
　
O

卜
八
。
機
関
（
機
関
．
長
）
コ
ー
ス
レ

八
の
八
疑
耐
．
．
卜
－
八
程
度
。

　
専
攻
科
1
1
〔
増
殖
コ
ー
ス
）
五
人

三
度
。

　
▽
応
募
資
格

　
本
科
一
中
学
校
卒
業
者
（
κ
十
九

年
度
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
。

　
写
実
科
1
1
高
等
学
校
卒
業
者
（
五

翼
翼
年
度
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
ま

た
は
、
同
等
以
ヒ
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
た
か
た
。
も
し
く
は
水

難
胤
藏

一蟹
爵

　
卜
．
月
六
日
、
細
巨
川
商
L
業
港
に
r
づ
く
り
潜
水
艇
「
荒
天
ロ
ゲ
ニ
κ
・
し

－
）
が
人
港
、
訪
れ
た
見
物
八
の
目
を
奪
い
ま
し
た
。

　
荒
天
ロ
ゲ
は
、
竹
内
静
夫
さ
ん
．
甜
歳
・
鹿
児
島
市
東
開
町
一
が
、
郷
哩
の

高
知
ま
で
f
づ
く
り
の
船
で
　
　
と
、
．
．
年
前
か
ら
f
が
け
て
い
ま
し
た
か

レ
月
．
．
．
卜
．
目
に
鹿
児
巨
朔
港
を
出
港
、
途
中
で
燃
料
切
れ
と
い
う
ア
ク
シ
デ

Z
ト
に
遭
い
な
が
ら
も
．
r
定
寄
港
地
の
細
島
商
才
港
に
入
港
」
ま
し
た
、

　
河
港
に
は
、
荒
天
ロ
ゲ
人
港
を
聞
き
つ
け
た
船
マ
ニ
ア
が
訪
れ
ま
し
た
が
、

夢
と
ロ
マ
ン
を
秘
め
た
真
白
な
船
体
に
一
か
っ
こ
い
い
」
を
連
発
し
て
い
ま

し
た
「

＜
細
島
港
に
手
づ
く
り
潜
水
艇

▲校歌制定50周年を祝う

産
に
関
す
る
知
識
、
技
術
を
修
め
た

か
た
で
、
所
．
長
が
適
当
と
認
め
た

か
た
。

　
▽
修
業
年
限
一
本
科
、
南
寸
攻
科
い

つ
れ
も
一
年
。

　
▽
．
願
書
締
め
切
り
一
六
十
年
．
一
月

卜
八
日

　
▽
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
－
日

南
市
西
町
二
丁
目
二
番
六
号
、
県

高
等
水
産
研
修
所
（
費
〇
九
八
七
．
一

1
　
．
一
．
一
〇
五
八
）

　細島小学校の校1款制定50周fl孔を祝う記念式典と

歌碑の除幕式が11月4日、111」校の校庭で行われま

した、，

　同校の校歌は、i昭和8年、延岡市出身の甲斐季

義さん（76歳・現在横浜市在fiDを通して、詩人・

北原白秋に頼み作詩されたもので、白秋作詩の校

歌は全国でも数少ないといわれています。

　式」典に参加した同校のfどもたちは「荒ぶる島

辺の島すぎて……」など全3節び）詩が刻まれた記

念碑に満足そう……，、そのlll緒ある校歌をいつ．ま

でもIIずさんでい．ました、、

　
　
　
　
レ
や
っ
た
ぞ
準
優
勝
！

　
卜
月
．
．
卜
・
．
日
、
…
横
浜
レ
巾
の
目
本
消
防
協
ム
ム
中
－
央
消
防

訓
練
場
で
行
わ
れ
た
全
国
消
防
操
法
大
会
に
、
県
代
表
と

し
て
出
場
し
た
日
向
市
消
防
団
第
．
．
分
団
第
卜
．
．
．
部
（
畑

浦
）
が
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
小
型
ポ
ン
プ
リ
部
と
ポ
ン
プ
屯
の
部
に
全
国

か
・
5
、
四
レ
し
チ
L
ム
が
参
加
。
日
向
市
チ
ー
ム
の
出
場
し

た
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は
、
．
．
レ
六
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
が
、
こ
の
中
で
同
チ
ー
ム
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
と

れ
た
見
事
な
操
法
を
披
露
、
準
優
勝
し
た
も
の
で
す
、

　
こ
れ
ま
で
本
県
勢
は
、
四
ト
し
年
に
椎
葉
村
消
防
団
が

同
じ
小
用
ポ
ン
プ
の
部
で
、
丘
位
に
人
賞
し
た
の
が
最
高

で
す
．
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娼

　
瞥
か
な
村
ヘ
ム
の
中
て
、
r
と
も
た

ち
は
何
を
考
え
、
何
を
し
ょ
つ
と
し

や
、
、
．
寸
舘
寸
亡
煙
・
べ
」
＼
枇
母
や
曙
“
旧

お
、
応
募
名
は
、
ハ
H
、
肋
、
氏
名

　
硅
鐸
月
日
お
よ
ひ
勤
務
先
夕

の
木
尾
に
明
記
し
て
く
た
さ
い
。

“
家
庭
教
育
”
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

趣旧・旧・旧贈四・旧・巴・桝・桝・㌍桝・柵轡搬f菖以上分

広報Zノ恥うが闘6

成
人
式
典
に
参
加
を

おしらせ

藩
　　擁，
謡

一
十
乃
玉
江
」
超
え
’
日
　
一
ん

以
ト
ー
ハ
白
　
一
〃
q
、
1
1

1
1
％
・

　
ー
ハ
Ψ
・
乃
冒
々
一
超
え
白
六

ノ
ィ
ー
ユ
ト
　
一
1
、
　
ノ
J

ノ
　

一
⊥
　
　
　
　

，
ノ
ー
ノ
ー
ノ
μ

し
・
　
％
、

　
六
一
h
三
聖
一
の
か
た
か

る
場
へ
日
は
．
融
資
限
慢
額
も

れ
る
こ
ヒ
か
あ
り
圭
5

、
厚
牙
’
弓
・
↑
・
川
民
’
弓
令
な

原桝　　村　日　＿編　用　こそこも参とを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し山
勢別網郷窟㍗鋸臨穆怯｛匙1身躯手犠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’漉け新月

込
み
と
問
い
合
わ
せ
一
南

課
（
含
内
線
四
　
　
～
四

枚
数
一
川
口
白
”
ヂ
モ
…
め
原
稿

へ
　
r
　
　
白
～
）
ス
勺

　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
工
　
ー

ー
応
募
伯
品
の
中
か
ら

、
成
入
式
臨
ハ
当
日
に
　
編

〕
を
発
表
し
ま
す
。

締
め
切
り
一
1
　
月
1
し

題
と
内
’
谷
一
「
成
型
の
日
一

　
」
勒
成
八
名
ま
た
は
材
入
ム
人

牡
に
地
乃
自
記
や
国
政
へ
の

つ
い
て
、
自
分
自
身
の
日
増
、

は
考
え
た
り
感
し
た
り
し
た

ま
た
　
標
題
は
そ
の
内
．
谷
に

れ
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
る

三
田
会
と
選
挙
管
理
委
貝

成
人
名
の
感
想
文
を
募
集

5
る
こ
と
か
て
き
気
弓
，

　
▽
応
募
期
限
1
一
　
月

　
　
感
想
文
も
募
集

i
－
1

て
い
る
の
か
　
　

巾
教
育
委
貝
ヘ
ム

は
，
心
噸
〉
か
な
現
r
関
係
を
育
て
る

を
ア
ー
マ
に
家
庭
教
育
を
考
え
る
集

い
を
用
置
し
ま
ぐ

　
　
i
f

　
・
肛
’
鱈
、
，
～
と
も
た
ち
の
’
臼
動
に
つ

い
て
、
視
と
し
て
星
え
る
こ
と
、
・
レ

を
、
搾
め
る
こ
と
か
あ
り
圭
ホ
　
こ
の

女
・
・
一
な
と
き
、
硯
r
の
あ
り
か
た
、

家
庭
教
育
に
つ
い
て
考
え
、
　
”
r
と

も
の
瞥
か
な
心
”
を
育
て
る
に
は
と

う
し
た
り
k
い
の
か
　
　
を
み
ん
な

て
考
え
亥
し
ょ
つ

　
▽
1
1
時
ー
ー
　
月
日
目
．
毎
冒
削
几

上
　
i
分
受
付
、
i
時
開
会

　
▽
ヘ
ム
場
1
1
日
向
市
中
央
公
民
蝕

　
▽
内
谷
－
事
例
口
口
（
r
定
）
と

講
頑
、
講
帥
は
　
1
7
日
目
エ
さ
ん

　
野
猿
研
究
家
・
串
間
巾
）
て
演
題
は

，
猿
の
村
ヘ
ム
を
通
し
て
見
た
．
一
育
て

　
み
な
さ
ん
の
多
数
の
こ
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す

農
地
の
転
用
は

　
　
　
　
必
ず
許
可
を

　
農
地
を
毛
地
、
山
林
、
資
材
置
場

な
と
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
、
転

聖
場
合
は
、
県
知
賢
ま
た
は
・
か

農
業
委
員
会
の
論
呵
を
受
け
な
け
れ

は
な
ら
な
い
こ
と
を
こ
存
し
て
し
t

つ
か
。

　
例
え
ば
、
①
自
分
の
農
地
を
白
分

て
転
川
し
た
い
と
き
は
、
農
地
法
第

四
条
の
申
、
川
を
、
ま
た
、
②
自
分
以

外
の
人
の
農
地
を
濃
り
’
ち
丸
け
て
へ
借

彫
幾
瑠
国
憲
紫
旗
》
認
曙
岬
，
り
㌧
毅

　増同　　 i　利宇　 ll冒　4竺　　　てのム
支直黒なで111・六乃・％以・設V▽▽受融建1｝
たさケ才ナ不lj」ヒrl。1イrl一ト11プ）用虫r遺’乏1ナ資口受’も

ll場九紫付付申葉箒
1几1’i’でト阯｛乃塒1けし金吊虫

白乃一’度法螺ま△と公
、繋

馬

陣
て
は
　
マ
イ
ホ
t

建
売
1
1
℃
購
人
資
令

み
を
，
つ
き
の
要
領

ケ
。　

一
　
　
月
i
日
ま
て

　
’
之
ー
ー
け
旧

　
’
　
イ
ー
”

額
と
利
率
「
木
造
て

　
1
1
月
2
9
日

　
　
税
法
改
正
の
説
明
会

　
こ
と
し
の
税
法
改
旺
て
、
雰
葉
．
噺

得
等
・
事
業
．
所
得
、
．
不
動
膚
．
所
得
ま

た
は
山
林
所
得
）
の
あ
る
白
色
申
理
口

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金

　
　
融
資
し
ま
す

ー
マ
マ
忘
れ
な
い
で
ネ
↑

　
卜
二
月
の
一
歳
六
か
月
児
の

健
康
診
査
は
．
十
二
月
二
十
日

頃
午
後
一
時
か
ら
市
民
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
（
費
内
線
五
九
五
）

で
行
い
ま
す
。

　
対
象
幼
児
は
、
昭
和
五
十
八

年
五
月
一
日
目
ら
五
月
三
十
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

で
す
。
診
査
に
は
，
母
子
健
康

手
帳
も
忘
れ
ず
に
！

↓
　
「
歳
六
か
月
児
検
診

iLI’ト本｛中花切白中

田」原

　
　
艮

匡
　
　
ホ
L

r
皿
旧

J
I
J　
　
ズ

リ
ー
n
化
ケ令
谷

森「

津　船
週

艮

夏 ！」馳｝1人

巧直く 人 灸厨

　

中濡川
’

村L剛

トノf

達
義
樹
茂
巾

水

政
馴

木
調
野
間
次
郎

卿
刑
カ
ェ

辺
　
マ
ノ
L

土麦

日一度片
八
1
1全冒」

父 知
八
父 母 母

伊

達

ヤ
f

木田

隔月

あ
た
た
か
い
ご
寄
附

画

所

寄
付
名
名

目
同
出
村
へ
」
隔
柑
協
護
ヘ
ノ

　
　
　
敬
称
略

続
柄
　

亡
く
な
b
れ
た
か
た

内　 く：罰卜　圭届を　に冠り
線くた金の笹すけ転た提hて

　
火
4
燵
．
誕

と
の
向
金
被
保
険
名
臼
毛
資
金
も
同

専
．
一
受
ナ
。
」
ナ
ま
、
ザ
。

　
’
　
i
f
一

く
わ
し
く
は
、
同
公
唖
延
岡
気
店

（
8
0
几
八
一
　
一
八
　
　
）

か
日
向
商
i
会
議
所
〔
容
②
一
1
－

　
）
へ
と
う
そ
。

図
登

♪
．
、

用ノ7

し

八』、

名
に
対
し
て
、
記
帳
制
度
や
記
録
保

存
制
度
、
収
支
内
訳
吾
添
付
制
度
、

総
収
人
金
額
報
告
制
度
な
と
か
設
け

ら
れ
ま
し
た
，
こ
の
制
度
は
、
　
部

の
制
度
を
除
い
て
、
来
年
　
月
　
日

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
延
岡
税
務
署
て
は
、
白
色

申
告
者
の
記
帳
、
記
録
保
存
制
度
に

関
す
る
説
明
会
を
つ
ぎ
の
要
領
て
豹

い
ま
す
。

　
対
象
は
、
営
業
、
農
業
、
そ
の
他

の
事
業
、
不
動
産
、
山
林
所
得
の
あ

る
白
色
申
告
者
て
す
。

　
庁
し
い
申
粘
と
納
税
を
す
る
た
め

に
も
該
当
す
る
か
た
は
せ
ひ
こ
参
加

く
だ
さ
い
。

　
▽
H
時
持
一
月
一
九
日
、
前

i
時
か
ら
～
後
．
時
ま
て

　
▽
会
場
一
巾
中
央
公
民
館

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
の
お
た

す
ね
は
延
岡
税
務
署
〔
含
O
瓦
八

断
て
転
用
し
ま
ケ
と
、
　
向
以

徴
り
役
，
ま
た
は
白
〃
円
以
ト
の

に
処
せ
ら
れ
ま
ホ
の
て
こ
バ
む

さ
い
。

わ
し
く
は
、
巾
農
業
委
員
会
、
a

　
四
　
）
ま
て
と
う
そ
，

｝
転
川
う
る
場
へ
口
は
．
農
地
法

条
の
申
請
を
、
巾
農
粟
委
員
会

見
し
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。

た
し
．
巾
街
化
区
域
内
の
農
地

…
用
ポ
る
場
合
は
、
同
委
員
ヘ
ム
に

出
れ
ば
女
い
こ
レ
一
に
な
っ
て
い

混
雑
し
ま
す

年
賀
状
は
早
め
に

　
砕
木
は
4
1
常
に
多
く
の
郵
便
物
か

出
さ
れ
る
時
節
　
：
。
郵
便
局
て
は
、

こ
れ
ら
人
騒
の
郵
便
物
を
ス
ム
ー
ス

に
処
理
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
と
摩

備
を
進
め
て
い
ま
す
か
、
つ
き
の
こ

と
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
こ
協
力

を
お
領
い
し
ま
す
。

　
▽
『
賀
状
の
痔
し
出
し
一
有
賀
状

の
受
け
付
け
ば
一
　
月
一
h
H
か

ら
。
目
一
め
に
摩
備
し
て
一
　
月
　
一

日
ま
て
に
出
し
て
く
た
さ
い
。

　
▽
小
包
の
ぎ
し
出
し
1
1
一
　
月
は

Ψ
常
と
お
り
引
き
受
け
ま
す
か
、
な

る
へ
く
早
め
に
出
す
よ
う
心
か
け
圭

し
ょ
・
つ
、

　
▽
郵
便
受
箱
と
人
置
一
み
な
さ
ん

の
こ
家
庭
に
、
た
い
せ
つ
な
郵
便
物

を
早
く
　
d
碓
に
届
け
る
た
め
に
も

”
郵
便
受
箱
”
を
設
け
た
り
”
表
札
”

を
出
さ
れ
る
よ
つ
お
願
い
し
ま
す
。

　
▽
転
居
届
け
は
郵
便
局
に
も
一
転

居
さ
れ
る
と
き
は
、
郵
便
局
に
も
せ

ひ
転
居
届
け
を
出
し
て
く
た
さ
い

届
け
出
の
用
紙
は
、
郵
便
局
の
容
日
、

お
よ
ひ
巾
役
所
一
南
∴
民
課
窓
口
）
に

あ
り
ま
す
、

く
た
さ
い
。

．
O

へ
お
た
す
ね

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山、P駕雛驚鷺，　鈴ξ震U　，レ，レサヒ．　　偽碑イ・囎，12口）‘II召。どを・　　　　堂曳ダ、手、　　　　　　　　　　　　　　　　　，　z　い

日 1ノ

j　療　　科　　目 lr勺（1ケ、）レ，L名 臼　肋 lL　　　語

外・月凶神経外科 甲斐【ケ、1ちし 山　　卜 G）500｛｝

2 小　　　児　　　科 児Iiケ、レノし Il」1　田1 （2尼5弓0

内・放・精神科 川中肋既 門川田1 6）1塞lb

内　・外　・放科 陰日UI・∫1・、L 中　原 （2うど015

内　・　小　児　科 14睦医1先 イ・　田」 ω3　3ご　1
9

内　・　小肖　神　科 苑1村内1尻 爪　川 」2109

Ili↓　　　　　　　科 川中眼科 原　田」 し2）4009

内・外・皮・必身，μ1科 股柄1元 丸々‘1卜 〔8）00U

16 内　　　　　　　科 今給劉ケ、院 塀1川 〔D2　159

内　・　小　児　科 東　レ、1・ノし Ill川田1 ilど800

内　・小　・放付
II

|iゆ、1；，L 山　　卜 1110　1

23 ρ1　婦　・　内　科 渡1星1内1／L 「　岩 1710　【1

内　　・　外　　利 樋1口1引りし Ill川田1 弓　口｝‘6

外・推外・胃腸・皮利 r代川II鵬し 的　田1 L2’7111

2q ρ1　婦　　八　　科 柳川医院 都　町 「2、2950

内　　　　　　　利 人ヒ医院 lL　田1 〔2B　う～7

ρ1婦・外・胃腸・放 本1ケ、1；ンし れ　足 〔D4168

3〔｝

内　・　小　児　科 田中1ケ、1尻 d艮町 k2）2515

十1㍉　　神　　　科 協不旧内翫 li　足 （Pど80（）

整　　形　　外　　科 叛島【ケ、1シL 1！よ　町 （2）8191

31

内　・　胃　腸　科 産室1う、院 原　田1 （2）1｛｝1（）

戸1　婦　　人　　科 水川レ、1；りし 鶴　田1 乱2B　‘88

★
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
に
こ
協
力
を
！
（
市
区
公
儀
）


	秋祭りたけなわ―美々津―伝統の「かい伝馬」

	59年度文化功労者―武田・黒木（芸術）、坂本（体育）の３氏

	開拓パイロット事業―今年度で終了―高森山（平岩）に完工記念碑

	臨時市議会―災害復興工事に１憶６千万円

	市の”家計簿”を公表―（５８年度）普通会計決算状況

	差別をなくして明るいまちづくり―人権作品集の中から―立ち上がる子どもたち①

	”税に関する作文”最優秀賞に伊藤さん

	校歌制定50周年を祝う
	細島港に手作り潜水艇

	やったぞ準優勝！


